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組織機構が変わります。７月１日から役場の組織機構が変わりましたので、お知らせします。問 総務課総務係

富岡町行政機構図　　　※濃い青色　　　　　が新設された課です。
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復興推進課

（3）　広報とみおか

復興に関する要望書復興に関する要望書

　遠藤町長が５月23日、町議会議員
11人と共に上京し、復興に関する要望
活動を行いました。
　国会開催中ということもあり、時間
が確約されていない中での訪問となり
ましたが、一行は根本匠復興大臣を始
めとする関係大臣と面談。要望書を手
渡し、迅速な対応を強く訴えました。

　福島第一原子力発電所の事故発生から２年以上経過いたしましたが未だ事故は収束せず、この未曾有の
原子力災害は、富岡町民はもとより、福島県全域に甚大な損害を生じさせております。
　当町においては、本年３月25日をもって警戒区域を解除し、避難指示区域の見直しを行っております。
　しかしながら、今なお全町民が避難生活を余儀なくされており、生活再建の見通しが立たないなかで毎
日不安な生活を送り、精神的にも肉体的にも疲労は極限に達するなど極めて厳しい状況下におかれており
ます。
　このため、町民の総意として、下記事項について、国の責任のもと実現いただくよう、強く要望します。

１． 避難指示区域見直しに伴う賠償を迅速かつ確実に実施すること。
２． 長期避難に対する支援を継続すること。
３． 国の責任において町内全域の除染を早急かつ確実に実施すること。
４． 避難指示区域見直しに伴う生活環境整備を国の責任において早期に実施すること。
５． 帰還に向けて、雇用の創出・産業の復興計画を早期に示すこと。
６． 旧警戒区域内住民に対して見舞金を支払うこと。
７． 避難者のための災害公営住宅を迅速かつ十分に整備し、家賃の減免を実施すること。
８． 立入り等に伴う放射線管理に対する対策の充実を図ること。
９． 避難指示区域の見直しに伴う防犯・防火体制の強化を支援すること。
10． JR常磐線 広野～原ノ町間を早急に復旧すること。
11． 被災者生活再建支援制度の見直しを実施すること。
　　・制度の申請期間が平成26年４月までとなっているが、警戒区域により家屋調査等が遅延しているた
　　め申請期間を延長すること。

　　・対象区分の「長期避難」には、原子力発電所事故による長期避難者もふくめること。
       ・ 被災者が町内外に帰還する場合、事故を起因とする新たな経費や心の負担等への支援制度を確立すること。
12． 復旧・復興に向けた自治体への人的支援を図ること。
　　・旧警戒区域であったため、復旧、復興は他の地域に比して大きく遅れ、生活関連施設や医療施設、
　　　企業の復旧・再開や新規企業の誘致等、山積する事務事業の執行等に関わる自治体職員の不足が生
　　　じており、特に技術職の不足は深刻であることから、国による当該職員の派遣支援を行うこと。

国へ復興に関する
要望書を提出

根本匠復興大臣に要望書を手渡す遠藤町長と町議会議員

記
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投
票
所
入
場
券

  

　

投
票
所
入
場
券
は
７
月
４
日（
木
）以
降
に

郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
投
票
所
入
場
券
を
紛

失
、
ま
た
は
入
場
券
が
届
か
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
入
場
券
を
持
た
ず
に
投
票
所
に

来
た
場
合
で
も
、
本
人
確
認
を
し
た
う
え
で

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
受
付
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
を
紹
介
す
る
選
挙
公
報

　

候
補
者
の
経
歴
や
政
見
を
紹
介
す
る
選
挙

公
報
は
、
町
長
選
挙
及
び
議
会
議
員
補
欠
選

挙
に
つ
い
て
は
、
７
月
９
日（
火
）以
降
、
参

議
院
通
常
選
挙
に
つ
い
て
は
７
月
13
日（
土
）

以
降
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す（
町
長
選
挙
及
び
議
会
議
員
補

欠
選
挙
は
７
月
５
日（
金
）、
参
議
院
通
常
選

挙
は
７
月
９
日（
火
）掲
載
予
定
）。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
等
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

自
宅
な
ど
か
ら
郵
送
で
投
票
す
る
不
在
者
投

票
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付

す
る「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る
方

① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・  

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
が
い
の

程
度
が
１
級
も
し
く
は
２
級

・  

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、   

     

小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
も
し
く
は
３
級

・  

免
疫
機
能
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で

② 

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・  

両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

・  

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、 

小
腸
の
障
が
い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症
ま
で

③ 

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護「
５
」で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
方

指
定
病
院（
施
設
）に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
に
入
院（
所
）し
て

い
る
方
は
、
入
院（
所
）し
て
い
る
病
院（
施
設
）

で
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、病
院
長（
施
設
長
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

　

７
月
21
日（
日
）は
、
仮
設
住
宅
と
投
票
所

を
結
ぶ
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

時
間
や
運
行
ル
ー
ト
は「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」

ま
た
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　遠方に避難されている方は、滞在地（避難先）で
不在者投票ができます。
　手続きが遅くなると投票することが出来ない場
合がありますので、早めに不在者投票用紙の請求
をしてください。

■請求・投票の流れ
①投票用紙等を請求する
　「選挙のお知らせ」に同封されている「不在
者投票請求書」に必要事項を記入して、町
選挙管理委員会に郵送してください。
※メールやＦＡＸでの請求はできません。
注）不在者投票の誤請求を防ぐため、滞在地
（避難先）が投票所設置市町村の方には「不
在者投票請求書」を同封していません。必
要な方は、町選挙管理委員会までご連絡
ください。また、町ホームページからも
ダウンロードできます。

　②投票用紙を受け取る
　郵送されてきた封筒（投票用紙、投票用封
筒（内封筒と外封筒）、不在者投票証明書）
を受け取ってください。
※投票用紙等は「開封厳禁」のラベルを貼った
透明の封筒に入っていますので、絶対に開
封しないでください。開封すると投票でき
なくなります。
※自宅等で投票用紙に記入しないでください。

　
③滞在地（避難先）の市区町村で投票する
受け取った封筒を持参して滞在地（避難先）の
市区町村選挙管理委員会で投票してくださ
い。投票場所については、滞在地（避難先）市
区町村の選挙管理委員会にご確認ください。
※不在者投票用紙を受け取った後に不在者投
票をせず、期日前投票又は投票日に投票す
る場合は、受け取った不在者投票用紙等を
投票所（期日前投票所）に返還しないと投票
できませんのでご注意ください。

▼不在者投票ができる期間
　７月５日（金）～20日（土）
　午前８時30分～午後８時
※遠方の方は、19日（金）までに投票を済ませ
てください。
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滞在地（避難先）での不在者投票

　投票日に用事があり投
票できない方は期日前投
票ができます。
　期日前投票所によって、
投票できる期間・時間帯
が異なりますのでご注意
ください。

投
票
で
き
る
人

　

次
の
条
件
に
該
当
し
、
富
岡
町
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

① 

日
本
国
民
で
あ
る
方

② 

満
20
歳
以
上
の
方（
平
成
５
年
７
月
22
日
ま
で

　

 

に
生
ま
れ
た
方
）

③ 

平
成
25
年
４
月
３
日
ま
で
に
富
岡
町
に
転
入 

　

 

届
を
出
し
、
引
き
続
き
富
岡
町
に
住
所
を
有
し

　

 

て
い
る
方

投票日当日（７月21日）の投票所および投票時間

期日前投票制度をご利用ください

投　票　所 場　　所 投票時間

富岡町役場郡山事務所
第二会議室

郡山市大槻町字西ノ宮
40－３

午前７時～
午後６時

いわき建設会館
三階会議室

いわき市平字童子町
４－18

午前７時～
午後５時

泉玉露応急仮設住宅
第二集会所 いわき市泉玉露２－10－１ 午前７時～

午後５時

福島県文化センター
一階会議室 福島市春日町５－54 午前７時～

午後５時

期日前投票所 期　　間 時　　間

富岡町役場郡山事務所第二会議室
（郡山市大槻町字西ノ宮40－３） ７月５日（金）～20日（土） 午前８時30分～午後８時

南一丁目応急仮設住宅集会所
（郡山市南１－94）

７月13日（土）

午前11時～午後７時

富田町若宮前応急仮設住宅集会所
（郡山市富田町若宮前32）

安達太良応急仮設住宅第一集会所
（安達郡大玉村玉井字横堀平158－16） ７月14日（日）

緑ケ丘東七丁目応急仮設住宅集会所
（郡山市緑ヶ丘東７－27－１） ７月15日（月）

三春町運動公園談話室
（田村郡三春町大字貝山字泉沢100） ７月15日（月）～16日（火）

いわき建設会館三階会議室
（いわき市平字童子町４－18） ７月17日（水）～20日（土）

泉玉露応急仮設住宅第二集会所
（いわき市泉玉露２－10－１） ７月19日（金）～20日（土）

平下高久応急仮設住宅集会所
（いわき市平下高久字下原178）

７月20日（土）
福島県文化センター 一階会議室
（福島市春日町５－54）

７月21日（日）は
富岡町長選挙・富岡町議会議員補欠選挙・
参議院議員通常選挙の投票日です
棄権しないで投票しましょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 富岡町選挙管理委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0120－33－6466
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お知らせ

帰
還
困
難
区
域
へ
の

立
入
り
に
つ
い
て

　

帰
還
困
難
区
域
へ
立
入
る
際

は
、
通
行
証
が
必
要
で
す
。
３
月

に
各
世
帯
へ
配
付
し
た
、
立
入
り

証（
青
色
の
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
さ

れ
た
も
の
）で
は
、
帰
還
困
難
区

域
へ
立
入
り
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
域
見
直
し
の
当
初
は
、

猛
暑
時
期
に
当
た
る「
８
月
の
一
時

立
入
り
」を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、「
お
盆
時
期
の

一
時
立
入
り
」と
し
て
特
別
に
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
封
の「
お

墓
参
り
を
目
的
と
す
る
帰
還
困
難

区
域
等
へ
の
立
入
り
に
つ
い
て
」及

び
立
入
り
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
案
内
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

生
活
支
援
課 

避
難
生
活
支
援
係

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
警
備
員
を

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
財

産
を
守
る
た
め
、
富
岡
町
内
の
夜

間
巡
回
業
務
を
福
島
綜
合
警
備
保

障
㈱
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
福
島

綜
合
警
備
保
障
㈱
で
は
、
富
岡
町

民
を
対
象
に
夜
間
巡
回
を
行
う
警

備
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種

　

警
備
職

▼
就
業
場
所

　

富
岡
町
内（
社
有
車
に
て
町
内

　

を
移
動
巡
回
）

▼
採
用
人
数

　

２
人

▼
勤
務
時
間

　

17
時
30
分
〜
７
時
30
分（
４
週

　

で
１
６
０
時
間
）

▼
雇
用
形
態

　

契
約
社
員

▼
福
利
厚
生

　

各
種
保
険
完
備

▼
賃
金

　

時
間
給
１
，５
０
０
円

▼
必
要
資
格

　

普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）

▼
休
日

　

週
休
二
日
制（
勤
務
ロ
ー
テ
ー

　

シ
ョ
ン
に
よ
る
）

▼
応
募
方
法

　

電
話
連
絡
の
う
え
、履
歴
書（
顔

　

写
真
付
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問 

福
島
綜
合
警
備
保
障
㈱
常
駐
支
社

　

 

担
当 

遠
藤

  

郡
山
市
喜
久
田
町
卸
一
丁
目
71 

の
１（
丸
三
ビ
ル
２
階
）

　

 

☎
０
２
４

９
８
３

４
１
９
２

熊耳夏祭り復興盆踊りを開催します
　伝統行事として長年開催されていた小浜盆踊りが、富岡町小浜青年会と小浜鼓友会により三春町熊耳仮
設住宅で開催されることになりました。盆踊り会場には、食べ物コーナーや子ども広場などを用意します
ので、行政区を問わず多くの皆さまのご来場をお待ちしております。富岡町の復興を願いながら、真夏の
夜の盆踊りを楽しみましょう。

日時：８月10日（土）16時～20時
場所：熊耳応急仮設住宅駐車場
　　　田村郡三春町熊耳字南原31－２
　　　※開催場所が仮設住宅のため、駐車場に限りがあります。
　　　乗合でのご来場にご協力をお願いします。

主催：富岡町熊耳仮設住宅自治会
共催：富岡町小浜行政区・富岡町小浜青年会
後援：富岡町・福島県共同募金会
協賛：小浜第二区財産区・おだがいさまセンター・高齢者
　　　サポートセンター花見処さくら・ビーンズふくしま・
　　渡部土木（株）　他

　　　　　　　　　　問 熊耳仮設自治会長・小浜行政区区長
　　　　　　　 　　　松本 政喜　☎090‒5233‒3497

双
葉
農
業
普
及
所

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

双
葉
農
業
普
及
所
で
は
、
避
難

さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ま
に
必

要
な
情
報（
農
産
物
・
土
壌
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
、
原
子
力
災
害
に

対
応
し
た
農
業
技
術
情
報
、資
金
・

事
業
の
紹
介
な
ど
）を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
す
る
た
め
、
毎
月
県

内
５
カ
所
に
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
窓
口
に

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

双
葉
農
業
普
及
所

　

 

☎
０
２
４
６

２
４

６
０
４
４

開 催 日 開催地区 開　催　場　所 開催時間

7月11日（木） 二本松市 浪江町役場二本松事務所　
二本松市北トロミ573番地

10：00～
15：00

7月12日（金） 会津若松市 大熊町役場会津若松出張所産業建設課内
7月18日（木） いわき市 いわき明星大学大学会館２階
7月19日（金） 三春町 三春貝山多目的運動公園管理棟
7月25日（木） 郡山市 郡山市富田町若宮前応急仮設住宅集会所
7月25日（木） 会津若松市 大熊町役場会津若松出張所産業建設課内

7月26日（金） 二本松市 浪江町役場二本松事務所　二本松市北トロミ573番地

（7）　広報とみおか

★

田村高 警察署

三春町役場

三春街道

●
●

富岡町役場
三春出張所

町営グラウンド

磐越
自動
車道

●

船引三春I.C

●

●
●

国道
28
8号

国道288号

会場

お知らせ
平
成
26
年
度

富
岡
町
成
人
式
の
ご
案
内

▼
会　

場

　

ベ
ル
ヴ
ィ
郡
山
館

　

福
島
県
郡
山
市
山
根
町
８-

７

　

☎
０
２
４-

９
２
３-

１
１
６
５

▼
日　

時

　

平
成
26
年
１
月
12
日（
日
）

　

受
付
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

　

式
典
・
懇
親
会
等

　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

▼
対
象
者

　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
富
岡
町

に
住
所
を
有
す
る
方
及
び
富
岡

町
立
中
学
校
卒
業
生

▼
そ
の
他

・
対
象
の
方
に
は
11
月
中
旬
に
案

内
文
書
を
送
付
し
ま
す（
11
月
末

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）。

・
会
場
に
お
け
る
着
付
け
・
美
容

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
ベ

ル
ヴ
ィ
郡
山
館
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問 
富
岡
町
教
育
委
員
会 

　

 
教
育
総
務
課

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証（
以
下
、
認
定
証
）は
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
す
る

際
に
、
入
院
時
食
事
療
養
費
お
よ

び
入
院
時
生
活
療
養
費
が
減
額
と

な
る
認
定
証
で
す（
一
部
負
担
金
は

平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で
免
除
）。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証

の
有
効
期
限
は
、
7
月
末
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
、
8
月
以
降
も
引
き
続

き
入
院
さ
れ
る
方
は
更
新
手
続
き

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　

住
民
課
国
保
年
金
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
災
害
版
】申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の「
国
保
・
年
金
」か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※
認
定
証
は
申
請
の
あ
っ
た
月
の

１
日
か
ら
の
発
効
期
日
と
な
り

ま
す
の
で
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

住
民
課 

国
保
年
金
係

自
宅
で
の
ご
み
や
が
れ
き
の

取
扱
に
つ
い
て

　

富
岡
町
内
の
ご
自
宅
等
の
片
付

け
で
発
生
し
た
ご
み
や
、
廃
棄
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
家
財
類
、

損
壊
し
た
家
屋
・
塀
な
ど
の
破
片

は
、
町
か
ら
案
内
が
あ
る
ま
で
各

家
庭
で
の
一
時
保
管
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
時
保
管
の
際
は
、
ご

み
の
種
類
ご
と
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
分
別
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
３
月
15
日
に
配
布
し

ま
し
た『
富
岡
町
へ
の
立
入
り
の

し
お
り
』17
ペ
ー
ジ「
４
．
ご
み
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
環
境
省
が
仮
置
場
等
の

調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問 

生
活
環
境
課 

環
境
衛
生
係

原
発
事
故
に
伴
う
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
、
避
難
指

示
・
屋
内
退
避
指
示
を
受
け
た
市

町
村
に
平
成
23
年
３
月
11
日
時
点

で
住
所
を
有
し
て
い
た
方
は
、
ご

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
国
民

年
金
保
険
料
が
全
額
免
除
に
な
り

ま
す（
免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金

給
付
は
、
満
額
給
付
に
対
し
て
２

分
の
１
で
計
算
さ
れ
ま
す
）。

　

保
険
料
免
除
措
置
は
平
成
25
年

６
月
末
で
終
了
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
７
月
分
か
ら

平
成
26
年
６
月
分
ま
で
の
保
険
料

も
免
除
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
申

請
受
付
期
間
は
平
成
25
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
26
年
６
月
30
日
ま
で

で
す
。

　

免
除
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
保
険
料
免
除
が
平
成
25
年
６

月
分
ま
で
承
認
さ
れ
て
い
る
方

で
、
平
成
25
年
７
月
分
以
降
も
免

除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、
富
岡
町
役
場

郡
山
事
務
所
国
保
年
金
係（
各
出

張
所
）窓
口
や
郵
送
で
の
手
続
き
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
の
手
続

き
も
可
能
で
す
。

※
本
年
度
の
学
生
納
付
特
例
申
請

の
受
付
は
平
成
26
年
３
月
末
ま

で
で
す（
対
象
保
険
料
は
平
成

25
年
４
月
分
か
ら
平
成
26
年
３

月
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

問 

住
民
課 

国
保
年
金
係

　

 

ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

広報とみおか　（6）



バス乗降場所　⇒　ホテル華の湯到着　⇒　開会式　⇒　交流会
　　　　　　　　　　　　10:30　　　　　   10:40　　 11:50～15:00
　　　　　　　　　　　　　⇒　ホテル華の湯出発　⇒　バス乗降場所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:15　　　　　　　　　　　　

お知らせ
問い合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
○富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 024-953-6304
○富岡町役場いわき出張所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0243-48-1147
・大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○財団法人富岡町体育協会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-8570
　FAX 024-953-6304
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5299
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

平成25年度避難地域住民交流会が開催されます

　日本赤十字社福島支部では、避難者同士の交流を図ることを目的とし
て、交流会を開催します。町民の皆さまが集うよい機会となりますので、
ぜひご参加ください。

▼主　催：日本赤十字社福島支部

▼共　催：富岡町

▼期　日：10月２日（水）　日帰り

▼場　所：ホテル　華の湯（福島県郡山市熱海町熱海５丁目８-６０）

▼対象者：富岡町民
▼定　員：150名

▼内　容：震災前の地域住民同士の交歓交流
　　　　　 （バイキング形式の昼食及び温泉入浴）

▼費　用：会場往復交通費（バス料金）、昼食代（アルコール類以外） 及び入
　　　　　  浴料は、主催者負担となります。その他（バス乗降場所まで
　　　　　 の交通費、タオル借用代、アルコール類飲料代等）は、参加 
                者の個人負担となりますのでご了承ください。

▼バス乗降：JR福島駅、JR郡山駅、JRいわき駅、
　場　 所　富岡町の各応急仮設住宅

▼申込要件：富岡町民１組２名以内・先着150名（定員となり次第受付終了）

▼申込方法：電話受付のみ

▼申込受付：富岡町役場 生活支援課 避難生活支援係　電話0120-33-6466

▼受付期間：７月22日（月）～８月９日（金）
　　　　　  平日８時30分～17時（土日を除く）
※定員となり次第、受付を終了します。
※申込みの際には、申込者数（2名以内）、参加者各々の氏名、年齢、富
　岡町住所、避難先住所、連絡先電話番号及びバス乗降場所をお伝えく
　ださい。
※電話がつながりにくい場合には、お手数をおかけしますが、時間をお
　いてお掛け直しください。

▼そ の 他
　①参加する方は、旅行保険に加入する都合上、必ずバスにより会場　
　　まで移動することとなります。自家用車で直接来場することはで
　　きません。
　②当日の行程は次のとおりとなる予定です。変更が生じる可能性が　
　　ありますので、ご了承ください。集合時間等の詳細については後　
　　日、申込み代表者に文書にてご連絡します。

行程表（６月25日時点での予定）

※各バス乗降場所の出発及び到着時間については、参加者集約後の決定
となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　問  生活支援課 避難生活支援係
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・
郵
送
、
持
参
申
込
み

　

７
月
23
日（
火
）か
ら
７
月
31
日（
水
）

問 

仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課

　

 

☎
０
２
２

２
５
６

６
０
７
６

　

 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

 

☎
０
２
２

２
６
３

１
１
１
１

　

平
成
26
年
３
月
に
大
学
等
を
卒

業
予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
て
、
現
在
就
職
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正

社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県

内
企
業
と
の
面
接
会
を
次
の
日
程

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

７
月
30
日（
火
）

福
島
市
・
二
本
松
市
・
伊
達
市
・

本
宮
市
・
伊
達
郡
・
安
達
郡
内

の
企
業
45
社
が
参
加
予
定
。

・
実
施
内
容

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

11
時
〜
12
時

　

合
同
就
職
面
接
会 

　

13
時
〜
16
時

・
会
場

　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

　

福
島
市
三
河
南
町
一
番
二
十
号

▼
主
催

　

 

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

    

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
県

▼
そ
の
他

・
事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

・
参
加
事
業
所
は
各
会
場
の
開
催

一
週
間
前
に
、福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人

事
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る

職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

い
ま
す
。

問 

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

 

☎
０
２
４

５
３
４

０
４
６
６

福島いのちの電話
　社会福祉法人福島いのちの電話では、悩みや
苦しみに関する相談を電話で受付けています。

☎０２４－５３６－４３４３
相談受付時間　午前10時から午後10時

（毎月第３土曜日は午後10時から翌朝10時の間も受付けています）

お知らせ

平成８年３月富岡第一中学校卒業生（昭和55年度生）の皆さまへ　～同窓会開催のお知らせ～平成８年３月富岡第一中学校卒業生（昭和55年度生）の皆さまへ　～同窓会開催のお知らせ～

　日々暑さの厳しい折、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 昨年は、昭和55年生まれの女性が厄年にあ
たる年でしたが、震災・原発事故による避難に伴い、厄払い及び同窓会が開催出来ない状況でした。そ
こで今回、同窓生の絆を深めるため同窓会を企画しましたので、皆さまのご参加をお待ちしております。
・日　時　８月17日(土)　午前11時～
・場　所　いわきワシントンホテル（福島県いわき市平字一町目１番地　☎0246‒35‒3000）
・申込み　ご参加いただける方は、下記連絡先までご報告願います。
　　　　　代表 　山内 笑(旧姓:鹿島) TEL 090-5183-7909
　　　　　メールアドレス：gogotype.a-premium-member.emi@docomo.ne.jp
・その他　同窓会当日、いわきワシントンホテルに宿泊を希望される場合は「同窓会に参加する」と
　　　　　伝えていだくと、通常料金より割安で泊まれるとの事です（ホテルの予約については、　
　　　　　各自手配願います）。

▲

平成８年３月に富岡第一中学校を卒業されたお子さん（昭和55年度生まれ）がいるご家族の方へ
　就業や転居等により、本案内を確認できない同窓生も多くいるかと思います。ご家族の皆さまに
はお手数おかけしますが、本内容を息子さん、娘さんにお取次ぎいただければ幸いです。ご協力を
よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事：山内 笑（旧姓：鹿島）

　

仙
台
入
国
管
理
局
で
は
、
出
入

国
管
理
行
政
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
入
国
警
備
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
第
一
次
試
験
日

　

９
月
29
日（
日
）

▼
第
二
次
試
験
日

　

10
月
29
日（
火
）か
ら
10
月
31
日（
木
）

▼
受
験
資
格

・
警
備
官

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

方
及
び
平
成
26
年
３
月
末
ま
で

に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

・
警
備
官（
社
会
人
）

　

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方（
前
記
１
①
に
規
定

す
る
期
間
を
経
過
し
た
方
及
び

人
事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認

め
た
方
に
限
り
ま
す
）

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

７
月
23
日（
火
）か
ら
８
月
１
日（
木
）

平
成
25
年
度
入
国
警
備
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま 

大
卒
等

　
　

合
同
就
職
面
接
会
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（17）　広報とみおか

　NPO法人さくらスポーツクラブ主催による「さくらスポーツフェスタ in 三春」が６月２日、三春町運動公園で行
われました。
　開会式では同スポーツクラブの堀川章仁会長が「長引く避難生活が続いていますが、町民の皆様には心も身体も
健康であってほしいと願っています」とあいさつ。参加者の皆さんはグラウンド・ゴルフやウォーキング、ラージ
ボール卓球などにチャレンジしながら楽しい一日を過ごしました。
　また、この日はいわき短期大学の学生が運営スタッフに加わり、参加者と交流を深めました。

溢れる笑顔、スポーツで身も心もリフレッシュ
「さくらスポーツフェスタ in三春」

月
に
な
り
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
。

梅
雨
前
に
比
べ
て
気
温
の
低
い
日

や
雨
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
熱
中
症

が
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
す
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、
高
温
・
多
湿
の
環
境
の
も

と
で
体
内
に
熱
が
溜
ま
り
、
体
温
調
節
が

で
き
な
く
な
る
と
体
温
が
異
常
に
上
昇
し

て
発
症
し
ま
す
。
気
温
が
さ
ほ
ど
高
く
な

く
て
も
雨
の
日
の
よ
う
に
湿
度
が
高
い
と

汗
を
か
き
に
く
く
な
り
、
体
内
の
熱
を
発

散
で
き
な
く
な
る
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

熱
中
症
が
起
こ
る
と
、
頭
痛
・
吐
き
気
・

め
ま
い
・
寒
気
・
脱
力
感
な
ど
様
々
な
症

状
が
出
現
し
ま
す
が
、
重
症
に
な
る
と
意

識
不
明
・
け
い
れ
ん
な
ど
を
起
こ
し
最
終

的
に
は
死
に
至
り
ま
す
。
重
症
な
熱
中
症

で
は
30
％
以
上
の
死
亡
率
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
事
故
の
う
ち
、
８

割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
に

な
る
に
連
れ
て
、
皮
膚
の
温
度
感
覚
が
鈍

く
な
っ
て
高
温
に
気
付
く
の
が
遅
れ
る
こ

と
や
、
脱
水
が
進
ん
で
も
喉
の
渇
き
を
感

じ
に
く
く
な
る
こ
と
が
理
由
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
熱
中
症
の
約
半
数
は
自
宅
内

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
密
閉
性
が
高
い
・

風
通
し
が
悪
い
な
ど
で
熱
が
こ
も
り
や
す

い
、
高
温
に
な
り
や
す
い
建
物
で
は
、
さ

ら
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
適
切
に
予
防
す
れ
ば
防
ぐ

こ
と
が
可
能
で
す
。
予
防
と
し
て
は
、
日

常
生
活
で
の
心
構
え
が
重
要
で
す
。
ま
ず

は
で
き
る
だ
け
通
気
性
・
吸
湿
性
の
よ
い

薄
着
を
し
て
、
屋
外
で
は
帽
子
を
か
ぶ
り

ま
し
ょ
う
。
次
に
水
分
・
塩
分（
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
）の
こ
ま
め
な
補
給
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
畑
仕
事
な
ど
で
は
、
う
ち

わ
や
濡
れ
タ
オ
ル
・
冷
た
い
缶
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
で
身
体
の
冷
却
に
努
め
、
日
陰
な
ど

の
涼
し
い
場
所
で
休
憩
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
他
、
過
剰
な
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
は
避
け
る
、
食
欲
不
振
に
気
を
つ
け

る
、
脱
水
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
睡

眠
を
十
分
と
る
な
ど
し
て
普
段
か
ら
体
調

管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
摂
取
し
水
分
・
塩
分
を
補
給
す

る
こ
と
、
水
枕
や
氷
嚢
、
霧
吹
き
な
ど
で
体

温
を
冷
却
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
重
症

の
場
合
、
死
亡
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合
は
、

救
急
車
を
呼
ぶ
な
ど
し
て
、
直
ち
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

７

私たちのお医者さん

第４回　「梅雨時こそ熱中症に注意」
　　　　佐藤　正憲 医師（さくらクリニック）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

診療日
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ぴっ すとぴっく す
地域の寺子屋推進事業
「仮設住宅においての寺子屋」で子どもと高齢者が楽しい時間を共有

これからも古里のため、人びとのために　富岡町婦人消防隊総会

富岡小学校三春校でふるさと教育「地域の人と触れ合おう」を開催

本の読み聞かせに笑顔を見せる子どもたち

今後の活動について話し合いが持たれた総会

　福島県老人クラブ連合会主催による「仮設住宅
においての寺子屋」が５月21日、郡山市富田町若
宮前応急仮設住宅内とみたさくら保育施設で行わ
れました。
　この事業は、健康体操や伝承あそびを通し、子
どもと高齢者にふれあいの場を持ってもらおうと
県内各所で行われているもので、桜の聖母短期大
学講師の岡田麻紀さんとともに楽しい時間を過ご
しました。

　震災後初となる富岡町婦人消防隊の総会が５月
25日、いわき四倉交流サロンで行われました。
　会議の冒頭、遠藤町長が「５月に富岡町消防団
が３年ぶりの検閲を行った。婦人消防隊の皆さん
がその団結の輪に加わることにより、町の防犯防
火体制も強化される。隊員の皆様には、消防人と
しての誇りを胸に、富岡町のため今後一層のご協
力をお願いしたい」と挨拶。そのあと、隊の存続
や役割等について話し合いが行われ、今後も仮設
住宅の見回りなど、富岡町消防団と連携しながら
の活動継続を確認し合いました。

　富岡小学校三春校で６月14日、ふるさと教育の一
環である「地域の人と触れ合おう」が行われました。
　この教室は、児童が様々な分野で活動する富岡
町民とふれあい、ふるさと富岡を忘れない気持ち
を育んでほしいとの思いから行われているもの
で、今回は町体育協会の佐藤勝夫事務局長が児童
たちへメッセージを送りました。
　児童たちは富岡町に関する話や「今、苦しい時
を過ごしているが、それを乗り越えれば必ず楽し
いことが待っている」という言葉に真剣な表情で
聞き入り、最後に音楽に合わせた軽体操を行い、
先生方とともに楽しく汗を流しました。 椅子に座ってのリズミカルな体操を行う児童

（19）　広報とみおか

　自民党青年局長の小泉進次郎衆議員議員ら若手
国会議員が６月11日、郡山市のふくしま絆カフェ
富岡を訪れ、原発事故後の現状と国の対応などに
ついて町民と意見交換を行いました。
　今回の訪問は、同青年局の被災地訪問事業であ
る「TEAM-11（チームイレブン）」の一環で行われた
只見線豪雨被害の視察に合わせて急きょ決定した
もので、郡山市内に住む町民約20人が小泉議員ら
と懇談。「富岡町の状況はどんどん酷くなっている
が、復興に向けた状況は何も変わらない。国には
しっかりとした生活支援をお願いしたい」と現状を
訴えました。
　町民との話し合いを終えた小泉議員は「復興に向
けた進捗状況を住民に伝えるために、国や県、そ
して町自治体からのきめ細やかな情報発信が必要
だ。また、住民との対話が大事であり、そうした
声を政府に届けるために、今後さらに福島県の地
方議員の方々と連携し、意見交換の場を増やして
いきたい」と語りました。

　ジャニーズ事務所による東日本大震災復興プロ
ジェクト「Marching J（代表・近藤真彦氏）」から、富
岡町にマイクロバスが寄贈されました。
　この支援プロジェクトは、震災直後の平成23年
３月18日に、コンサート会場で使用予定だった電
源車を被災地に向け派遣したことをきっかけにス
タートしたもので、被災地の復興を願い、「明日に
向かって前進（マーチ）していく」という気持ちから
福島・宮城・岩手の３県で被災した子供たちへ善
意が贈られました。
　今回の寄贈には、ジャニーズ所属タレントによ
るコンサートで集まった募金やチャリティーグッ
ズの売り上げ金があてられ、本町に贈られたマイ
クロバスは、富岡小学校三春校のスクールバスと
して運用されます。

真剣な表情で町民の意見を聞く小泉議員（右）

お礼のメッセージを掲げる富岡小学校児童の皆さん

小泉進次郎自民党青年局長らが絆カフェを訪問
原子力災害の現状について町民と意見交換

ジャニーズ事務所から富岡小中学校三春校へスクールバスを寄贈

広報とみおか　（18）



測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 ６/11 4.29 6.99 
38 双葉環境センター ６/11 2.70 5.78 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道）６/11 4.66 6.88 
40 深谷集会所 ６/10 6.19 7.05 
41 赤坂神社前 ６/10 6.97 8.99 
42 太平洋ブリーディング前 ６/10 13.70 21.30 
43 みよし前交差点 ６/10 10.60 22.70 
44 富岡自動車学校前 ６/10 7.21 11.60 
45 リフレ富岡 ６/10 4.46 5.64 
46 東洋育成園前 ６/11 4.68 6.93 
47 富岡インター駐車場 ６/11 4.47 5.52 
48 上手岡児童館 ６/10 3.17 4.12 
49 下千里ライスセンター前 ６/10 3.62 5.65 
50 舘山荘前 ６/10 4.00 5.39 
51 夜の森つつみ公園 ６/10 5.13 4.98 
52 総合運動場東側駐車場 ６/10 5.48 7.89 
53 華の樹前 ６/10 6.29 8.04 
54 宝泉寺前 ６/10 3.84 8.88 
55 国道６号第二原発入口前 ６/11 1.43 2.10 
56 猪狩スタンド前 ６/11 1.64 2.52 
57 なべや駐車場前 ６/10 1.38 3.00 
58 大東銀行富岡支店前 ６/10 2.83 3.76 
59 富岡漁港 ６/11 0.67 0.72 
60 サンライズイン富岡前 ６/11 1.19 2.37 
61 福島富岡簡易裁判所前 ６/11 2.79 4.33 
62 ヨークベニマル富岡店前 ６/11 2.55 3.79 
63 今村病院前 ６/10 5.30 10.20 
64 福島銀行富岡支店前 ６/10 2.50 4.60 
65 龍台寺前 ６/11 2.71 5.15 
66 清水団地前 ６/11 2.75 4.12 
67 猪狩電気通信工業前 ６/11 2.58 3.92 
68 上郡消防屯所 ６/11 2.48 4.07 
69 岩井戸鉱泉 ６/11 1.46 1.89 
70 富岡工業団地 ６/11 1.89 1.92 
71 成沢の滝入口 ６/11 1.66 2.49 
72 沼名子橋 ６/10 2.94 4.62 

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 ６/10 3.48 5.08 
２ 上千里消防屯所 ６/11 2.18 2.81 
３ 杉内消防屯所 ６/11 2.58 3.86 
４ 第二工業団地入口 ６/11 4.28 3.96 
５ 高津戸集会所 ６/10 5.96 8.46 
６ 富岡第二中学校東側 ６/10 2.25 3.10 
７ 新夜ノ森集会所 ６/10 7.09 9.18 
８ 夜の森公園 ６/10 3.43 6.43 
９ 松の前待避所 ６/10 10.80 13.00 
10 小良ヶ浜集会所 ６/10 6.72 8.22 
11 町境（小良ヶ浜地区）６/10 8.30 20.40 
12 深谷消防屯所 ６/10 6.92 7.11 
13 富岡町営野球場 ６/11 1.12 0.88 
14 観陽亭前 ６/11 1.42 2.59 
15 富岡合同庁舎西側 ６/11 3.38 3.95 
16 富岡養護学校 ６/11 3.82 8.45 
17 老人福祉センター ６/10 7.54 13.20 
18 夜ノ森駅 ６/10 7.13 8.58 
19 王塚集会所 ６/10 6.03 7.98 
20 諏訪神社前 ６/10 3.80 4.32 
21 上本町消防屯所 ６/10 3.87 4.50 
22 上本町集会所 ６/10 2.84 3.71 
23 リベラルヒルズ入口 ６/11 3.07 4.93 
24 赤木集会所 ６/11 2.52 4.34 
25 上郡山集会所 ６/11 1.97 2.48 
26 太田集会所 ６/11 1.28 1.65 
27 原下消防屯所 ６/10 1.50 2.17 
28 富岡駅 ６/11 0.89 2.12 
29 清水消防屯所 ６/11 2.33 4.48 
30 役場 ６/10 2.30 6.15 
31 浄化センター ６/11 1.01 1.47 
32 毛萱集会場 ６/11 0.58 0.48 
33 富岡保育所 ６/11 2.38 3.70 
34 中央児童館 ６/10 2.69 4.38 
35 栄町駐車場 ６/11 2.13 3.19 
36 岩井戸消防屯所 ６/11 1.86 2.31 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）

測定日：平成25年６月10日（晴れ／くもり）～11日（晴れ）

（21）　広報とみおか 広報とみおか　（20）

　1970～80年代に多くのヒット曲を生み出したアリ
スのメンバー３人が６月14日、郡山市南一丁目仮設
住宅内特設ステージで復興支援ライブを行いました。
　今回のライブは、翌15日に郡山市民文化センター
で開催されたコンサートに合わせて行われたもので、
リーダーの谷村新司さんは「借り上げ住宅や仮設住宅
での生活が長引き、まだまだ先が見えない状況が続い
ているが、皆さんがいつか古里へ帰れるその日まで元
気でいられるよう、音楽で応援して行きたい」とメッ
セージを送り、堀内孝雄さん、矢沢透さんとともに「冬
の稲妻」や「遠くで汽笛を聞きながら」など数々の名曲
を披露し、会場に集まった約400人の聴衆を魅了して
いました。

　東京都江東区東雲住宅在住の富岡町民による
住民団体設立に向けての会合が６月８日、同住
宅の集会室において行われました。
　東雲住宅には、相双地区などから避難された
多くの住民が入居していますが、これまで富岡
町民による住民会組織が無かったことから、今
回町民有志が設立を働きかけ、話し合いを行っ
たものです。
　会合では、発起人代表の高橋佑治さんが「町
との情報共有や住民者間の交流やネットワーク
の再構築を図りたい」と設立の趣旨を説明。そ
の後、出席者による意見交換が行われ、住民団
体の設立と役員の選任（団体名称及び役職につ
いては役員会に一任）が了承されました。

アリスが復興支援ライブ　聴衆に希望と元気を届ける

東京都東雲住宅で住民団体設立へ 町民同士のコミュニティー構築をめざす

歌で元気を届けたアリスの３人

設立趣旨を説明する高橋佑治さん（中央）

決定事項は次のとおりです（個人名敬称略）
・名　称「東雲富岡の会」
・代　表　高橋　佑治　・副代表　佐 藤　 敦
・役　員　小 林　匡、二股　公子、幾橋　千秋
　　　  　杉本ひとみ、清田　芳江、瀬賀みどり
　　　　　阿部　康子

ぴっ すとぴっく す
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あなたの街から写真便り

今月の表紙：「ボールを使ってのびのびと」
　富岡小学校三春校のふるさと教育。全校児童が集い、講師の
先生から富岡町の話を聞いたあとは楽しい軽体操が行われ、教
室に軽快な音楽と子どもたちの笑顔があふれました。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

「青空の下で楽しく交歓会」 写真提供　三瓶一義さん（仲町）

「国宝・白水阿弥陀堂（いわき市内郷）」 写真提供　黒須次郎さん（仲町）

　福島市及び県北地区在住富岡町民自治会と、福島大学災害ボラン
ティアセンターの共催による交歓会が５月12日、福島市「四季の里」
で開かれ、初夏の青空の下で町民と福大生が交流を深めました。

　広大な日本庭園の中にたたずむ「国宝・白水阿弥陀堂」です。周辺に
は蓮やアヤメなど四季折々の花が咲き、大きな鯉が泳ぐ池のほとりで
は、日向ぼっこをする亀たちの姿も見られます。


